
万
ユ
ー
カ
リ
が
丘
線
は
、
街
づ
く
り
の
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
山
万
株
式
会
社
（
本
社
・
東
京
都
中

央
区
、
嶋
田
哲
夫
代
表
取
締
役
社
長
）
が
運
営

す
る
新
交
通
シ
ス
テ
ム
で
す
。
佐
倉
市
の
「
ユ
ー
カ
リ
が

丘
駅
」
を
起
点
と
し
、路
線
距
離
は
４
・
１
㎞
。
京
成
ユ
ー

カ
リ
が
丘
駅
に
接
し
、
東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
経
由
で
大
手

町
ま
で
約
47
分
。
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
の
車
輪
で
専
用
軌
道
を
走

る
た
め
、
排
気
ガ
ス
や
騒
音
の
抑
制
、
交
通
混
雑
の
緩
和

な
ど
、
環
境
保
護
に
適
し
た
交
通
機
関
で
す
。

　

開
通
は
１
９
８
２
（
昭
和
57
）
年
11
月
、
ユ
ー
カ
リ
が

丘
駅
～
中
学
校
駅
間
２
・
７
㎞
で
開
業
。
翌
年
９
月
、
中

学
校
駅
～
公
園
駅
間
の
完
成
に
伴
い
全
線
が
開
通
。
ユ
ー

カ
リ
が
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
を
ラ
ケ
ッ
ト
の
形
で
敷
か
れ
、

６
駅
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
駅
か
ら
も
徒
歩
10

分
圏
内
に
低
・
中
・
高
層
住
宅
、学
校
や
公
共
施
設
、シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
医
療
・
福
祉
施
設
、
文
化
施
設
、
公
園
な
ど
暮

ら
し
に
必
要
な
施
設
が
す
べ
て
計
画
的
に
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
同
社
は
創
業
以
来
、
千
年
先
ま
で
発
展
し
続
け
る

“
千
年
優
都
”
の
街
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
、
環
境
型
新

都
市
計
画
を
一
定
の
ペ
ー
ス
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

ユ
ー
カ
リ
が
丘
線
は
全
線
ワ
ン
マ
ン
運
転
で
す
。
３
両

編
成
の
車
両
は
地
名
に
ち
な
み
、
ユ
ー
カ
リ
を
主
食
と
す

る
コ
ア
ラ
か
ら
「
こ
あ
ら
号
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。「
ユ
ー
カ
リ
が
丘
駅
」
を
出
発
し
た
列
車
は
、「
地
区

セ
ン
タ
ー
駅
」
を
経
て
「
公
園
駅
」
で
時
計
と
反
対
回
り

に
循
環
し
ま
す
。
所
要
時
間
は
１
周
約
14
分
で
す
。

■
お
問
合
せ　
　
　
　

山
万
株
式
会
社
ユ
ー
カ
リ
が
丘
支
店

☎
０
４
３
︱
４
８
７
︱
６
３
８
１

■
写
真
協
力
／
山
万
株
式
会
社

山 私
鉄
沿
線
ス
ケ
ッ
チ
の
旅

千
年
優
都
の
ま
ち
を
ぐ
る
り
１
周

山
万
ユ
ー
カ
リ
が
丘
線

野
田
市
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

同
じ
野
田
市
出
身
の
作
曲
家
・
山
中
直
治
の
童
謡
の
世
界

を
Ｃ
Ｇ
で
表
現
し
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
、

絵
本
『
よ
う
こ
そ
歌
の
童
画
館
』（
新
科
学
出
版
社
）
刊
。

本
橋
尚
徳
・
絵

ユーカリが丘駅北口「ひまわり広場」

見
ど
こ
ろ
いっ
ぱ
い

ユ
ー
カ
リ
が
丘
線
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ユーカリが丘駅

田園風景も似合う「こあら号」

①
ユ
ー
カ
リ
が
丘
駅

始
発
駅
。
京
成
電
鉄
と
接
続
す
る
ユ
ー

カ
リ
が
丘
の
表
玄
関
。

②
ユ
ー
カ
リ
が
丘
緑
道

駅
に
続
く
道
路
沿
い
の
散
歩
道
に
四

季
の
花
が
咲
き
乱
れ
ま
す
。

③
ウ
ィ
シ
ュ
ト
ン
ホ
テ
ル
・

�

ユ
ー
カ
リ

北
欧
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
地
方
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
ホ
テ
ル
。
客
室
、
結
婚
式
場
、

宴
会
場
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
完
備
。

☎
０
４
３
︱
４
８
９
︱
６
１
１
１

④
ユ
ー
カ
リ
プ
ラ
ザ

1
階
か
ら
4
階
ま
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ

ラ
ザ
。
5
階
に
複
数
の
ス
ク
リ
ー
ン
を

も
つ
ワ
ー
ナ
ー
・マ
イ
カ
ル
・
シ
ネ
マ
ズ
・

ユ
ー
カ
リ
が
丘
。

☎
０
４
３
︱
４
６
３
︱
９
９
２
２

⑤
ユ
ー
カ
リ
が
丘
総
合
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
・
ユ
ー
キ
ッ
ズ

子
育
て
中
の
母
親
に
と
っ
て
の
強
い

見
方
。
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
商
業
1
階
。

☎
０
４
３
︱
４
６
０
︱
８
８
１
８

⑥
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー

教
養
・
文
化
、
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
全
２
３
０
講
座
。
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

ユ
ー
カ
リ
が
丘
内
。

☎
０
４
３
︱
４
６
２
︱
１
１
２
１

⑦
上
座
総
合
公
園

交
通
公
園
で
あ
り
木
製
遊
具
、
プ
ー
ル

が
あ
る
広
場
。
桜
の
名
所
。
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公 園 駅 地区センター駅

⑩ユーカリが丘南公園
面積約2.1ha。毎年₇月に「ユーカリまつり」を開催。約30,000人が参加。
佐倉市最大のユーカリが丘地区自治会協議会主催。

⑧アクア・ユーカリ
39種類の風呂や大アクアゾーン、
リラックスゾーン、ボウリング場など。
☎043-488-1001（アクア）
☎043-488-1110（ユーカリ・ボウル）

⑨ユーカリが丘街ギャラリー
街の過去、現在、未来をジオラマなどで紹介。
☎0120-683-860

街の上を走る「こあら号」
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名
物
に
う
ま
い
も
の
あ
り

旅
は
道
づ
れ
。

蔵六餅
1882（明治15）年、銀座木村屋の₂号店
として佐倉の歩兵連隊に非常食やパンを
納入したのが始まり。10個入り1,522円、
20個入り2,940円（税込み）。通信販売も
行っています。蔵六餅本舗㈱木村屋／新
町222-1　☎043-484-0021
http://www.zourokumochi.co.jp

女子大駅井 野 駅 中学校駅
⑪
和
洋
女
子
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

広
大
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
あ
り
ま
す
。

⑫
フ
ッ
ト
サ
ル
プ
ラ
ス
ユ
ー
カ
リ
が
丘

レ
ン
タ
ル
コ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
に
男
女
更
衣
室
完
備
。

☎
０
４
３
︱
４
６
０
︱
０
６
５
０

⑬宮の杜公園
環境共生をテーマとした公園。ソーラーや風力
発電で吸い上げた地下水が流れ込む錦が池。周
辺は親水公園として整備され、梅や桜、ショウブ、
スイレン、アジサイなどの名所。

⑭八社大神
宮の杜公園内にあり、₈
人の神様を祀るという大
神は古くから地元の人の
信仰を集めています。浅
間神社も置かれています。

⑮
井
野
の
森

里
山
の
風
景
に
似
た
深
い
緑
は
ユ
ー

カ
リ
が
丘
地
区
に
と
っ
て
貴
重
な
環

境
で
す
。

⑯
井
野
長
割
遺
跡

井
野
小
学
校
に
隣
接
し
、
縄
文
時
代
中

期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
集
落
。
国
指

定
史
跡
。

川魚佃煮
印旛沼に伝わる伝統の味と技。川えび佃
煮、わかさぎ佃煮、ふな甘露煮、雑

ざ

魚
こ

な
ど、いずれも小が530円、大が1,050円（税
込み）。そのほか、印旛沼名物ウナギの
白焼きも。宅配OK。㈲岡野川魚店／臼
井台505-2　☎・FAX043-487-3878

和菓子ユーカリもち
こしあんをぎゅうひでまるめ、京きな粉
をまぶした上品な甘さ。茶会の席やユー
カリが丘のお土産などに最適です。₆個
入り315円（税込み）。
和菓子伊勢屋／ユーカリが丘3-1-8
☎043-463-0148

ヤマニ味噌
伝統の味を誇る無添加生粋シリーズ「生粋胚芽
米」（750gカップ750円）、「生粋菜の花」（同607
円）、「生粋花こうじ」（同607円）。本社直売ま
たは通販のみの限定販売。税込み。
㈱ヤマニ味噌／並木33　☎043-485-4111
http://www.yamanimiso.jp

地ビール
2008年ジャパンビアカップで金メダルを受賞。
ドイツ式醸造による「佐倉 香りの生」「佐倉・芳
醇麦酒」「ココナッツドラフト」が330㎖で398円、
「横綱トリペル」は330㎖で600円（税込み）。
シモアール／上座1193　☎043-463-0195
http://www.shimor.com
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◦
ペ
タ
ン
ク
の
用
具
と
コ
ー
ト

　
直
径
７
〜
８
㎝
の
金
属
製
ま
た
は
ス
テ
ン

レ
ス
製
の
ボ
ー
ル
（
重
さ
６
５
０
〜
８
０
０

ｇ
程
度
）
と
、
ビ
ュ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
木
製

の
小
さ
な
標
的
球
。
ボ
ー
ル
は
基
本
的
に
１

人
３
個
。
レ
ジ
ャ
ー
用
は
３
個
入
り
ケ
ー
ス

２
セ
ッ
ト
で
約
２
万
円
〜
。
そ
れ
に
測
定
で

使
う
メ
ジ
ャ
ー
に
ス
コ
ア
カ
ー
ド
が
必
要
で

す
。

　
場
所
は
専
用
コ
ー
ト
の
ほ
か
に
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
公
園
、
広
場
、
空
き
地
な
ど
。

細
か
な
砂
利
が
敷
い
て
あ
り
、
ボ
ー
ル
が
バ

ウ
ン
ド
し
に
く
い
地
面
が
適
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ト
は
幅
４
ｍ
、
長
さ
15
ｍ
以
上
の
広
さ

に
境
界
線
の
ロ
ー
プ
か
白
線
を
引
き
ま
す
。

　
ゲ
ー
ム
は
２
チ
ー
ム
で
対
戦
し
ま
す
。
１

対
１
の
シ
ン
グ
ル
ス
な
ら
ば
、
双
方
が
３
個

ず
つ
の
ボ
ー
ル
を
持
ち
、
的
に
一
番
近
い

ボ
ー
ル
を
投
げ
た
方
が
そ
の
イ
ニ
ン
グ
（
正

式
に
は
メ
ー
ヌ
）
の
勝
者
で
す
。
13
点
を
先

に
取
っ
た
方
が
勝
ち
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ル
ー
ル
は
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
で
有
名
に
な
っ
た
「
カ
ー
リ
ン
グ
」
に
似

て
い
ま
す
。
自
分
の
ボ
ー
ル
を
的
に
近
づ
け

る
ほ
か
に
、
相
手
の
ボ
ー
ル
を
は
じ
き
飛
ば

し
た
り
、
相
手
ボ
ー
ル
の
じ
ゃ
ま
を
し
た
り
、

相
手
の
ボ
ー
ル
を
飛
び
越
し
て
い
く
離
れ
技

も
行
わ
れ
ま
す
。
試
合
時
間
は
、
シ
ン
グ
ル

ス
、
ダ
ブ
ル
ス
、
ト
リ
プ
ル
ス
（
３
対
３
）

の
い
ず
れ
も
１
時
間
〜
１
時
間
半
。

◦
基
本
的
な
動
作
と
投
げ
方

　
投
げ
方
（
写
真
）
に
は
立
ち
姿
と
座
っ
て

投
げ
る
二
通
り
が
あ
り
ま
す
。
地
面
が
硬
い

場
合
や
距
離
が
短
い
場
合
に
は
、
座
っ
て
の

投
球
が
有
効
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
安
定

感
や
腕
の
振
り
方
に
不
安
が
あ
り
ま
す
。

　

ボ
ー
ル
の
握
り
方
（
図
解
）
は
、
親
指

以
外
の
４
本
を
揃
え
て
軽
く
に
ぎ
り
ま
す
。

　

南
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
ペ
タ
ン
ク
は
、金
属
製
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
合

い
、木
製
ま
た
は
樹
脂
製
の
標
的
球（
ビ
ュ
ッ
ト
）に
よ
り
近
づ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
得
点
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
最
近
で
は
全
国
で
フ
ァ
ン

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、ま
ず
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

健康エクササイズ

人気
 上昇!

南
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
ペ
タ
ン
ク

親
指
は
ボ
ー
ル
の
側
面
に
軽
く
添
え
ま
す
。

ボ
ー
ル
を
に
ぎ
っ
た
手
の
甲
は
、
あ
く
ま
で

も
目
標
に
向
け
た
ま
ま
、
振
り
子
の
よ
う
に

腕
を
振
り
下
ろ
し
、
ア
ン
ダ
ー
ス
ロ
ー
で
投

げ
ま
す
。
ボ
ー
ル
は
最
初
か
ら
ゴ
ロ
で
転
が

し
て
も
、
空
中
に
投
げ
て
も
よ
く
、
相
手
の

ボ
ー
ル
を
は
じ
き
飛
ば
し
た
り
、
５
〜
６
ｍ

以
上
も
投
げ
上
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

千
葉
県
ペ
タ
ン
ク
協
会
事
務
局
長

小
森
美よ

し

飯い

・
指
導

初
心
者
の
う
ち
は
危
険
で
す
の
で
控
え
ま

し
ょ
う
。

◦
ゲ
ー
ム
の
し
か
た

　
ゲ
ー
ム
形
式
は
、
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル

ス
、
ト
リ
プ
ル
ス
。
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル

ス
は
１
人
が
ボ
ー
ル
３
個
を
持
ち
、
ト
リ
プ

ル
ス
は
１
人
２
個
の
ボ
ー
ル
で
始
め
ま
す
。

①�

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
先
攻
チ
ー
ム
を
決
め
、
そ

の
中
の
１
人
が
地
面
に
直
径
35
〜
50
㎝
の

サ
ー
ク
ル
（
投
的
場
所
）
を
描
き
ま
す
。

次
に
先
攻
チ
ー
ム
の
１
人
が
方
向
を
決
め

て
サ
ー
ク
ル
の
中
か
ら
ビ
ュ
ッ
ト
（
標
的

球
）
を
投
げ
ま
す
。
距
離
は
６
〜
10
ｍ
以

下
で
あ
り
、
こ
の
範
囲
内
に
ビ
ュ
ッ
ト
が

止
ま
っ
た
と
き
が
競
技
の
開
始
で
す
。

②�

先
攻
チ
ー
ム
の
１
人
が
ビ
ュ
ッ
ト
の
近
く

に
止
ま
る
よ
う
に
１
球
目
を
投
げ
ま
す
。

次
に
後
攻
チ
ー
ム
の
第
１
投
的
者
が
１
球

目
を
投
げ
ま
す
。

③�
ビ
ュ
ッ
ト
か
ら
見
て
、
い
ず
れ
か
近
い

ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム
（
Ａ
チ
ー
ム
）
が
勝
っ

て
い
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
は
ビ
ュ
ッ
ト
よ

り
遠
い
方
の
チ
ー
ム
（
Ｂ
チ
ー
ム
）
が
次

の
投
球
を
行
い
ま
す
。
Ｂ
は
味
方
の
ボ
ー

ル
が
相
手
チ
ー
ム
の
一
番
近
い
ボ
ー
ル
よ

り
も
近
く
な
る
ま
で
投
球
を
続
け
ま
す
。

以
降
の
投
球
も
ビ
ュ
ッ
ト
か
ら
遠
い
Ｂ

チ
ー
ム
か
ら
投
球
を
行
い
ま
す
。（
下
図
）

④�

Ｂ
チ
ー
ム
の
持
ち
ボ
ー
ル
が
な
く
な
っ
た

ら
、
も
う
一
方
の
Ａ
チ
ー
ム
が
残
り
持
ち

ボ
ー
ル
の
す
べ
て
を
Ｂ
チ
ー
ム
の
一
番
近

い
球
（
ｂ
１
）
に
よ
り
近
づ
く
よ
う
に
投

げ
ま
す
。

⑤�

両
チ
ー
ム
が
す
べ
て
投
げ
終
わ
っ
た
と
き

１
セ
ッ
ト
（
１
メ
ー
ヌ
）
の
終
了
で
す
。

得
点
は
、
Ｂ
チ
ー
ム
の
ビ
ュ
ッ
ト
に
一
番

近
い
球
（
ｂ
１
）
よ
り
も
Ａ
チ
ー
ム
の
近

い
ボ
ー
ル
の
数
が
得
点
と
な
り
ま
す
。
こ

の
場
合
、
Ｂ
チ
ー
ム
の
一
番
近
い
球
（
ｂ

NPO法人 日本ペタンク協会
千葉県事務局では、県内の競技日程や場所などのほか、
競技方法についての指導も行っています。
■お問合せ
千葉県ペタンク協会事務局
事務局長　小森美飯
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勝
っ
た
チ
ー
ム
は
メ
ー
ヌ
終
了
後
、

ビ
ュ
ッ
ト
の
あ
っ
た
位
置
を
中
心
に
サ
ー

ク
ル
を
描
き
、
そ
こ
か
ら
ビ
ュ
ッ
ト
を
投

げ
て
次
の
メ
ー
ヌ
を
始
め
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
メ
ー
ヌ
を
繰
り
返
し
、
13
点
先
取
し

た
チ
ー
ム
が
勝
ち
と
な
り
ま
す
。
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